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   議事日程第６号       第１回定例会 

   令和６年３月２２日（金）  予算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

  （予算特別委員会付託関係） 

日程第 １ 議第 ７号 令和６年度寒河江市一般会計予算 

 〃  ２ 議第 ８号 令和６年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃  ３ 議第 ９号 令和６年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃  ４ 議第１０号 令和６年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃  ５ 議第１１号 令和６年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃  ６ 議第１２号 令和６年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃  ７ 議第１３号 令和６年度寒河江市下水道事業会計予算 

 〃  ８ 議第１４号 令和６年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃  ９ 議第１５号 令和６年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 １０ 予算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １１ 質疑・討論・採決 

 

  （総務産業常任委員会付託関係） 

日程第１２ 議第１６号 寒河江市立病院事業の設置等に関する条例及び寒河江市監査委員条例の一部

改正について 

 〃 １３ 議第１７号 寒河江市課制条例の一部改正について 

 〃 １４ 議第１８号 寒河江市情報公開条例の一部改正について 

 〃 １５ 議第１９号 寒河江市行政手続における個人番号の利用に関する条例の一部改正について 

 〃 １６ 議第２０号 寒河江市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について 

 〃 １７ 議第２１号 寒河江市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及び寒河江市職

員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 〃 １８ 議第２３号 寒河江市都市計画税条例の一部改正について 

 〃 １９ 議第２９号 寒河江市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正について 

 〃 ２０ 議第３０号 寒河江市水道給水条例及び寒河江市水道事業に係る布設工事監督者の配置基

準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部改正に

ついて 

 〃 ２１ 議第３３号 寒河江市いこいの森に係る指定管理者の指定について 

 〃 ２２ 議第３４号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 

 〃 ２３ 議第３５号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 

 〃 ２４ 総務産業常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ２５ 質疑・討論・採決 
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  （厚生文教常任委員会付託関係） 

日程第２６ 議第２２号 佐藤文庫図書購入基金条例等の廃止について 

 〃 ２７ 議第２４号 寒河江市高齢者寿賀祝品等支給条例の一部改正について 

 〃 ２８ 議第２５号 寒河江市医療費支給に関する条例の一部改正について 

 〃 ２９ 議第２６号 寒河江市市民浴場に関する条例の一部改正について 

 〃 ３０ 議第２７号 寒河江市介護保険条例の一部改正について 

 〃 ３１ 議第２８号 寒河江市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例等の一部改正について 

 〃 ３２ 議第３１号 屋内型児童遊戯施設、キャンプ場、グランピング場、ＲＶパーク及び国際チ

ェリーパークに係る指定管理者の指定について 

 〃 ３３ 議第３２号 寒河江市立にしね保育所に係る指定管理者の指定について 

 〃 ３４ 請願第１号 健康保険証を廃止せず存続を求める意見書の提出に関する請願 

 〃 ３５ 厚生文教常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ３６ 質疑・討論・採決 

 

日程第３７ 議第３６号 令和５年度寒河江市一般会計補正予算（第１０号） 

 〃 ３８ 議案説明 

 〃 ３９ 委員会付託 

 〃 ４０ 質疑・討論・採決 

 〃 ４１ 議会案第１号 寒河江市議会委員会条例の一部改正について 

 〃 ４２ 議案説明 

 〃 ４３ 質疑・討論・採決 

 〃 ４４ 議員派遣の件 

 〃 ４５ 常任委員会及び議会運営委員会の閉会中における委員会調査申出並びに委員派遣承認要求 

      について 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第６号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前１０時２５分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  この際、お諮りいたします。 

  今野学校教育課長から、3月12日の会議での
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発言について、お示しのとおり、その一部を取

り消したい旨の申出がありました。この発言取

消しの申出を許可することに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、今野学校教育課長からの発言取消し

の申出を許可することに決しました。 

  ただいまの発言取消しの許可に伴い、これに

関連する以降の発言についても、配付用の会議

録から削除することといたします。 

  ここで、本日の会議運営について、議会運営

委員長の報告を求めます。荒木議会運営委員長。 

   〔荒木春吉議会運営委員長 登壇〕 

○荒木春吉議会運営委員長 おはようございます。 

  本日の会議運営につきましては、３月11日、

委員６名全員出席並びに関係者出席の下、議会

運営委員会を開催し、協議いたしましたので、

その結果について御報告申し上げます。 

  初めに、本日追加されます案件について申し

上げます。 

  追加案件は、議第36号令和５年度寒河江市一

般会計補正予算（第10号）、議会案第１号寒河

江市議会委員会条例の一部改正について、議員

派遣の件及び常任委員会及び議会運営委員会の

閉会中における委員会調査申出並びに委員派遣

承認要求についての４案件であります。 

  このことにより、議事日程の一部変更が必要

となります。日程変更の詳細につきましては、

お示ししております日程表のとおり、変更とな

ります。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申し上げ、報告といたします。 

○柏倉信一議長 お諮りいたします。 

  本日の会議運営は、議会運営委員長報告のと

おり決定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議運営は議会運営委員長報

告のとおり決定いたしました。 

  本日の会議は、議事日程第６号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第１、議第７号令和６年度

寒河江市一般会計予算から日程第９、議第15号

令和６年度寒河江市水道事業会計予算までの９

案件を一括議題といたします。 

 

予算特別委員会の審査の 

経過並びに結果報告 

 

○柏倉信一議長 日程第10、予算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  予算特別委員長報告を求めます。古沢予算特

別委員長。 

   〔古沢清志予算特別委員長 登壇〕 

○古沢清志予算特別委員長 予算特別委員会にお

ける審査の経過と結果について御報告申し上げ

ます。 

  本委員会に付託になりました案件は、議第７

号令和６年度寒河江市一般会計予算、議第８号

令和６年度寒河江市国民健康保険特別会計予算、

議第９号令和６年度寒河江市後期高齢者医療特

別会計予算、議第10号令和６年度寒河江市介護

保険特別会計予算、議第11号令和６年度寒河江

市介護認定審査会共同設置特別会計予算、議第

12号令和６年度寒河江市財産区特別会計（高松、

醍醐、三泉）予算、議第13号令和６年度寒河江

市下水道事業会計予算、議第14号令和６年度寒

河江市立病院事業会計予算及び議第15号令和６

年度寒河江市水道事業会計予算であります。 

  ３月12日、委員15名全員出席、当局からは市

長はじめ関係課長等出席の下、委員会を開会し、

９案件を一括議題とし、質疑の後、各分科会に
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分担付託し、審査することといたしました。 

  各分科会の審査の経過につきましては、本日

再開されました委員会で詳しく報告されており

ますので省略させていただきますが、各分科会

とも原案を了とすることと決した旨の報告があ

りました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑を行い、討論を終結し、採決に入りまし

た。 

  議第７号、議第８号、議第９号、議第10号、

議第11号、議第12号、議第13号、議第14号及び

議第15号の９案件を一括して採決した結果、賛

成多数をもって原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

  以上で、予算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第11、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第７号令和６年度寒河江市一般会計予算、

議第８号令和６年度寒河江市国民健康保険特別

会計予算、議第９号令和６年度寒河江市後期高

齢者医療特別会計予算、議第10号令和６年度寒

河江市介護保険特別会計予算、議第11号令和６

年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計

予算、議第12号令和６年度寒河江市財産区特別

会計（高松、醍醐、三泉）予算、議第13号令和

６年度寒河江市下水道事業会計予算、議第14号

令和６年度寒河江市立病院事業会計予算及び議

第15号令和６年度寒河江市水道事業会計予算の

９案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの９案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ９案件は委員長報告のとおり決定することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第７号、議第８号、議第９号、議

第10号、議第11号、議第12号、議第13号、議第

14号及び議第15号の９案件は原案のとおり可決

されました。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 次に、日程第12、議第16号寒河

江市立病院事業の設置等に関する条例及び寒河

江市監査委員条例の一部改正についてから、日

程第23、議第35号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の一部変更についてまでの12案件を一

括議題といたします。 

 

総務産業常任委員会の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○柏倉信一議長 日程第24、総務産業常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  総務産業常任委員長報告を求めます。安孫子

総務産業常任委員長。 

   〔安孫子義徳総務産業常任委員長 登壇〕 

○安孫子義徳総務産業常任委員長 総務産業常任

委員会における審査の経過と結果について御報

告申し上げます。 

  本委員会は、３月12日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第16号から議第21

号まで、議第23号、議第29号、議第30号及び議
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第33号から議第35号までの12案件であります。 

  順を追って審査の内容を申し上げます。 

  初めに、議第16号寒河江市立病院事業の設置

等に関する条例及び寒河江市監査委員条例の一

部改正についてを議題とし、当局の説明を求め、

質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結

し、採決の結果、賛成多数をもって原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  次に、議第17号寒河江市課制条例の一部改正

についてを議題とし、当局の説明を求め、質疑

に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「今回の条例改正によりみらい協働

課が新設されるが、人員の配置についてはどの

ように考えているのか」との問いがあり、当局

より「正確な人数等は、本条例改正可決後に行

われる人事により決まりますが、現時点では、

課全体として６名程度の配置を考えています。

内訳としては、企画創成課及び建設管理課から

の異動に加え、ほかの課からも一、二名程度の

人員の異動を想定しています」との答弁があり

ました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第18号寒河江市情報公開条例の一部

改正についてを議題とし、当局の説明を求め、

質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結

し、採決の結果、賛成多数をもって原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  次に、議第19号寒河江市行政手続における個

人番号の利用に関する条例の一部改正について

を議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りま

したが、御報告する質疑もなく、討論を終結し、

採決の結果、賛成多数をもって原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

  次に、議第20号寒河江市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部改正についてを議題と

し、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「職員の夏季休暇の取得状況は」と

の問いがあり、当局より「夏季休暇は３日間取

得可能であり、職員の平均取得日数は2.95日で

す。取得状況は、おおむね３日間に近い状況で

すが、今回の制度改正により、休暇をより取得

しやすいようにするものです」との答弁があり

ました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第21号寒河江市会計年度任用職員の

給与及び費用弁償に関する条例及び寒河江市職

員の育児休業等に関する条例の一部改正につい

てを議題とし、当局の説明を求め、質疑に入り

ましたが、質疑もなく、討論を終結し、採決の

結果、賛成多数をもって原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

  次に、議第23号寒河江市都市計画税条例の一

部改正についてを議題とし、当局の説明を求め、

質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結

し、採決の結果、賛成多数をもって原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  次に、議第29号寒河江市水道事業及び下水道

事業の設置等に関する条例の一部改正について

を議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りま

したが、質疑もなく、討論を終結し、採決の結

果、賛成多数をもって原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

  次に、議第30号寒河江市水道給水条例及び寒

河江市水道事業に係る布設工事監督者の配置基

準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基

準に関する条例の一部改正についてを議題とし、

当局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑

もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数

をもって原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

  次に、議第33号寒河江市いこいの森に係る指

定管理者の指定についてを議題とし、当局の説
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明を求め、質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第34号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の一部変更についてを議題とし、当局

の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑もな

く、討論を終結し、採決の結果、賛成多数をも

って原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第35号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の一部変更についてを議題とし、当局

の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑もな

く、討論を終結し、採決の結果、賛成多数をも

って原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、総務産業常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第25、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第16号寒河江市立病院事業の設置等に関す

る条例及び寒河江市監査委員条例の一部改正に

ついて、議第17号寒河江市課制条例の一部改正

について、議第18号寒河江市情報公開条例の一

部改正について、議第19号寒河江市行政手続に

おける個人番号の利用に関する条例の一部改正

について、議第20号寒河江市職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部改正について、議第

21号寒河江市会計年度任用職員の給与及び費用

弁償に関する条例及び寒河江市職員の育児休業

等に関する条例の一部改正について、議第23号

寒河江市都市計画税条例の一部改正について、

議第29号寒河江市水道事業及び下水道事業の設

置等に関する条例の一部改正について、議第30

号寒河江市水道給水条例及び寒河江市水道事業

に係る布設工事監督者の配置基準及び資格基準

並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例

の一部改正について、議第33号寒河江市いこい

の森に係る指定管理者の指定について、議第34

号辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部

変更について及び議第35号辺地に係る公共的施

設の総合整備計画の一部変更についての12案件

を一括して採決いたします。 

  ただいまの12案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  12案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第16号、議第17号、議第18号、議

第19号、議第20号、議第21号、議第23号、議第

29号、議第30号、議第33号、議第34号及び議第

35号の12案件は原案のとおり可決されました。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 次に、日程第26、議第22号佐藤

文庫図書購入基金条例等の廃止についてから、

日程第34、請願第１号健康保険証を廃止せず存

続を求める意見書の提出に関する請願までの９

案件を一括議題といたします。 

 

厚生文教常任委員会の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○柏倉信一議長 日程第35、厚生文教常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  厚生文教常任委員長報告を求めます。月光厚
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生文教常任委員長。 

   〔月光裕晶厚生文教常任委員長 登壇〕 

○月光裕晶厚生文教常任委員長 厚生文教常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申し上げます。 

  本委員会は、３月12日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第22号、議第24号

から議第28号まで、議第31号及び議第32号並び

に請願第１号の９案件であります。 

  順を追って審査の内容を申し上げます。 

  初めに、議第22号佐藤文庫図書購入基金条例

等の廃止についてを議題とし、当局の説明を求

め、質疑に入りましたが、御報告する質疑もな

く、討論を終結し、採決の結果、賛成多数をも

って原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第24号寒河江市高齢者寿賀祝品等支

給条例の一部改正についてを議題とし、当局の

説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「このたびの改正は、数え年100歳

の方への祝い金支給について、30年以上の居住

を要件としている部分を削除するものであるが、

実際にこの要件を満たせず、祝い金支給の対象

外になった方はどの程度いるのか」との問いが

あり、当局より「当該要件を満たせず、祝い金

支給の対象外になった方は、過去３年間で４名

です。なお、令和５年度において、３名の方が

居住期間25年以上30年未満で祝い金支給の対象

外となったことをきっかけとして、このたびの

改正検討に至ったものです」との答弁がありま

した。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第25号寒河江市医療費支給に関する

条例の一部改正についてを議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第26号寒河江市市民浴場に関する条

例の一部改正についてを議題とし、当局の説明

を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「東日本大震災の発生から今年で13

年が経過したが、本市に避難されている方は現

在どの程度いるのか」との問いがあり、当局よ

り「本市に避難されている東日本大震災の避難

者は14世帯の40名です」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第27号寒河江市介護保険条例の一部

改正についてを議題とし、当局の説明を求め、

質疑に入りましたが、御報告する質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第28号寒河江市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例等の一部改正についてを議題とし、

当局の説明を求め、質疑に入りましたが、御報

告する質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

  次に、議第31号屋内型児童遊戯施設、キャン

プ場、グランピング場、ＲＶパーク及び国際チ

ェリーパークに係る指定管理者の指定について

を議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りま

した。 

  質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「選定結果の類似施設等の管理実績

の項目について、類似しない施設の管理実績が

あることを理由に、評価を８点としているが、

これはどのような理由によるものか。また、基

準点の２点と評価されるのはどのような場合な

のか」との問いがあり、当局より「類似する施

設の管理実績がある場合は10点、類似しない施

設の管理実績がある場合は８点としております。
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また、指定管理及び業務委託の実績がない場合、

基準点の２点となります」との答弁がありまし

た。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第32号寒河江市立にしね保育所に係

る指定管理者の指定についてを議題とし、当局

の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申し上げます。 

  委員より「現在、世界的にはコロナ禍からの

復興、そして日本においては大地震の発生を理

由として、電線が不足している。今回はこの影

響を受けて、保育所新設の工期が延長されたこ

とに伴い、指定期間を１年間延長するものだと

思うが、当該工事は１年以内で終わる見込みな

のか」との問いがあり、当局より「建築資材が

想定よりも早期に入る見込みである旨を、業者

より報告を受けており、１年間の延長で間に合

うものと考えております」との答弁がありまし

た。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、請願第１号健康保険証を廃止せず存続

を求める意見書の提出に関する請願を議題とし、

担当書記による請願文書朗読の後、審査に入り

ました。 

  主な意見の内容を申し上げます。 

  委員より「この請願は、マイナ保険証の廃止

を求めるものではなく、現行の健康保険証の発

行を継続してほしいという趣旨のものである。

マイナ保険証を使用しているのは国民の４％に

すぎない現状がある中、現行の健康保険証を今

年の12月に廃止するのは時期尚早である。高齢

の方がマイナ保険証を使用しているようである

が、トラブルが発生しているとの話も聞く。ま

た、高齢者福祉施設では、入所者の健康保険証

及びマイナンバーカードを預かっている現状が

あるが、現行の保険証廃止後に資格確認書が交

付されるのであれば、入所者の所持品管理面で

の施設の負担軽減は期待できない。国が、マイ

ナンバーカードを健康保険証として確実に使用

できるようなシステムを構築するまで、現行の

健康保険証も並行して使用できるものとするよ

う国に対し訴えていくべきである」との意見が

ありました。 

  委員より「先ほど、ほかの委員より、高齢者

施設における所持品管理の面での負担に関する

話があったが、まさしくそのような負担を軽減

するために、国では様々なものをマイナンバー

カードに統一しようとしているのだと思う。ま

た、請願の趣旨について、マイナ保険証の運用

においてトラブルが起こらないシステムを構築

するべきという点については同意する。一方で、

この件については、ある程度期限を定めないと

進まない話であると思うので、現行の健康保険

証を存続すべきという点については賛成できな

い」との意見がありました。 

  次に、自由討議に入りましたが、自由討議の

申出はなく、討論に入りました。 

  討論の内容を申し上げます。 

  委員より「マイナンバーカードにより、様々

なことが便利になるということで、健康保険証

とのひもづけも行われてきたところであるが、

マイナ保険証への移行については過渡期であり、

現状、マイナ保険証を利用しているのは国民の

４％程度にすぎないことも踏まえれば、今年の

12月に現行の健康保険証を廃止するのは、時期

尚早である。また、マイナ保険証を持っていて

も、システムエラー等により使用できない場合

は、資格確認書を提示しなければならず、二度

手間になるという懸念もある。期限を設けるこ

との必要性も理解はするが、この件に関しては

もう少し余裕を持った計画とすべきである。こ

の請願をぜひ採択していただきたい」との討論

がありました。 

  委員より「マイナ保険証の運用において、ト
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ラブルが起こらないシステムを構築するべきと

いう点については同意するところである。一方

で、様々な種類の健康保険証が統一されること

や、転職時等に健康保険証の再発行が不要とな

ることなど、マイナ保険証への移行には確実に

メリットがある。この件については、着実に前

進させるべきものであると考えるため、私はこ

のたびの請願には反対である」との討論があり

ました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成少数をもっ

て不採択とすべきものと決しました。 

  以上で、厚生文教常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第36、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

  太田議員に申し上げます。第何号議案に対す

る討論ですか。（「請願第１号に対する討論で

す」の声あり）反対ですか、賛成ですか。（「賛

成です」の声あり） 

  ほかに討論はありませんか。 

  後藤健一郎議員。（「同じく請願第１号に対す

る討論でございます」の声あり）賛成討論です

か、反対討論ですか。（「反対の立場での討論に

なります」の声あり） 

  ほかに討論はありませんか。 

  渡邉議員に申し上げます。何号議案に対する

討論ですか。（「同じく請願第１号に対する討論

です」の声あり）賛成討論ですか、反対討論で

すか。（「賛成討論です」の声あり） 

  そのほかに討論はありませんか。 

  では、請願第１号賛成討論について、太田陽

子議員の発言を許します。太田議員。 

   〔太田陽子議員 登壇〕 

○太田陽子議員 請願第１号について賛成の立場

から討論を行います。 

  この請願は、山形県社会保障推進協議会が行

った医療機関へのアンケートなどにより、マイ

ナカード保険証の一本化を12月２日より実施し

ますが、軌道に乗るまでの間だけでも現行の保

険証を併用できるよう、政府に意見書の提出を

してほしいという請願です。 

  このアンケートは、山形市や米沢市、長井西

置賜、上山、新庄最上、北村山、天童東村山、

寒河江西村山など８地区の病院、医院、歯科医

院など839の施設を対象にアンケートを実施し

ております。270か所より答えをいただきまし

た。回答率は32.2％です。 

  マイナ保険証の一本化、従来の保険証の廃止

について自由な御意見を書いてほしいという欄

には、172件の意見がありました。賛成、もろ

手を挙げて賛成だという意見など、20件ほどで

した。進めなければならないと思うが、まだ時

期尚早だという意見なども多くありました。窓

口業務の煩雑さや、高齢者への配慮、マイナカ

ードの危険性など、現場の声が寄せられていま

す。人手不足の解消など役に立つと思うが、今

現在の段階では、時期尚早ではないか。マイナ

カードの必要性は分かるが、併用できないかな

ど現場の複雑な状況も書かれておりました。こ

れ以上、機器などの負担は困難であり、今後、

システムの変更などあれば、廃業を考えている

などのお声もありました。高齢者の患者の多い

医院など、今まで１件の利用もないという声も

寄せられていました。 

  高齢者が使えない。訪問診療などカードリー

ダーを持ち運べないなど、また、発熱外来など

車で待ってもらうときに、どのように顔認証す

るのかなど、疑問も寄せられています。医療か
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ら遠ざかってしまう人を生むような現場もある

ようです。国民皆保険の根幹を揺さぶるもので

はないかという意見もありました。知的障がい

者や高齢者の施設など、そもそもマイナカード

がつくれない問題などの指摘もありました。 

  各種保険証の問題、結局、確認が必要なわけ

です。小児科では、１人で３人の子供を通院さ

れる方など、保険証や医療証であれば窓口に出

せばよいだけですが、３人分のマイナカードを

読み込ませるのに時間がかかり、子供から目を

離す時間があり、子供の安全面での心配がある

などの御意見もありました。特に現在の保険証

で問題ないなどの意見も多数寄せられています。 

  このように現場での不安が多い中、12月２日

から、マイナ保険証を持っていない方以外は、

保険証が使えないようになります。今、少し使

う人が多くなって4.99％、約５％の利用がある

ということですが、寒河江市に換算すると、現

在では2,000人ぐらいの方が利用しているとい

う計算になります。他の方は、現行の保険証を

利用しています。 

  この中で、約50％の方がトラブルに遭ったと

いうことなので、1,000件の方がトラブルにな

っているという現状があります。これが、今、

マイナカード保険証を持っている70％の市民の

方が利用するようになったら、２万8,000人。

まだ完璧なシステムになっていない状況であれ

ば、トラブルの頻度は同じと考えれば、１万

4,000件のトラブルが発生するのではないでし

ょうか。これでは、医療機関の窓口はパニック

になってしまいます。 

  患者も、保険証の情報がなければ、窓口10割

負担が求められることもあるそうです。現在で

も、１％ぐらいの方が10割負担しているという

現状があるそうです。１％でありませんでした。

１人、２人の方が10割負担したというアンケー

トの報告がありました。 

  試用期間という割には、利用率はほとんど上

がりません。逆に、昨年12月ぐらいまでは利用

率が下がっている現状がありました。推進して

いる国家公務員の利用率は4.36％で、一般国民

よりも低い現状です。そんなに便利だったら、

まず隗より始めよ、国家公務員が100％になる

のではないでしょうか。 

  マイナカードに保険証をひもづけた方たちは、

全員、マイナカードが12月２日から利用になり

ます。本当にこのままでよいのでしょうか。政

府が推進していることだからやるべきだという

意見もありますが、アンケートで示されている

ように、現場では大きな矛盾と問題点が指摘さ

れています。その声に耳を傾け、国民のために

改善をしていくのが必要ではないでしょうか。

この12月に保険証を廃止して一番困るのは、高

齢者、障がい者など弱者と言われている方々と、

昼夜を問わず頑張っておられる医療従事者の

方々ではないでしょうか。もう少し猶予を設け

てほしいというのが、この請願の願意です。 

  医療機関の多くは、12月以降、大変な状況に

なると書いておられる方もおります。システム

の充実を図り、マイナカードが通らなければ保

険証を見せるなど、少しの間、併用していくた

め、この意見書を国に提出してほしいと思いま

す。 

  ぜひ、皆さん賛成していただき、この意見書

を通していただきますようお願い申し上げます。 

  これで賛成討論といたします。どうかよろし

くお願いいたします。 

○柏倉信一議長 次に、請願第１号反対討論につ

いて、後藤健一郎議員の発言を許します。後藤

議員。 

   〔後藤健一郎議員 登壇〕 

○後藤健一郎議員 私は、請願第１号健康保険証

を廃止せず存続を求める意見書の提出に関する

請願に関して、採択に反対の立場で討論をいた

します。 

  現在、日本を含めた世界各国が国を挙げてデ
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ジタル化を推進しております。国連経済社会局

による電子政府調査を見ますと、日本は2018年

に10位でしたが、2020年版では14位、2022年版

でも14位となっており、トップテン圏外に追い

やられております。特に、コロナ禍で感じた方

も多いと思いますが、給付金や支援金の給付遅

れ、感染者情報のファクス集計による保健所業

務の逼迫、ワクチン接種システムの混乱など、

欧米諸国や台湾、シンガポールで行われたスム

ーズな行政サービスが我が国では実現できなか

ったため、現在、デジタル化を急いでいるのだ

と思います。 

  世界デジタル政府ランキングを発表している

早稲田大学電子政府自治体研究所の岩崎教授は、 

日経エックステックの取材に、「日本の課題は

官庁の縦割り行政の弊害に加え、官庁と自治体

におけるデジタル化の遅れや、スピード感の欠

如が挙げられる。マイナンバーカードの活用に

は大きな可能性があり、マイナンバーカードに

ひもづいた行政サービスをどれだけ増やすか、

どれだけ便利にするかが課題だ。多くの人たち

がデジタル行政サービスに触れ、その体験を通

じて、利便性を実感するような機会を増やす必

要がある」と語っておりました。 

  マイナ保険証のメリットを無所属の一市議会

議員の私が説明するのもおこがましいのですが、

簡単に申し上げますと、例えば、患者さんの過

去の薬剤情報や特定健診結果を共有することが

可能になるため、旅行先や初めてかかる医療機

関でも、過去の医療情報等を活用して、より適

切な医療を受けられるようになります。また、

マイナポータルで過去の薬剤情報や特定健診の

情報を自分で見ることができますので、自分自

身の健康管理を確認することも可能です。その

ほか、マイナポータルを通じた医療費通知情報

の自動入力で、領収書を保管、提出する必要が

なく、確定申告の医療費控除が簡単になります

し、先日の令和６年度国民健康保険特別会計の

予算審議でも高額療養費制度の説明がありまし

たが、マイナ保険証だと、前もって用意する限

度額適用認定証が不要になり、高額療養費制度

の限度額を超える支払いは、その場で不要とな

ります。 

  また、私自身が一番メリットだと思っている

のですが、転職や離職時に毎回、保険証を再発

行しなくてもいいというのもあります。 

  請願審査時に、追加の資料として提出いただ

いた寒河江西村山地区の医療機関の方々からの

アンケートの自由意見にも、古い保険証を出し

てくる患者さんがいるので、マイナ保険証は有

用だと思う、たくさん種類がある保険証、その

煩雑さや、ほかの保険証への変更手続が複雑、

高齢化や人口減少等、これからの社会を考えた

ときの対策の一つだと思うと、先ほど私が挙げ

た点と似たようなメリットを回答された医療機

関の方もいらっしゃいました。 

  さて、ここで世界的な流れや日本としての取

組、少子高齢化の人手不足を考慮してのデジタ

ル化のメリットをこれまで申し上げましたが、

マイナンバーの資格情報とのひもづけエラーが

明るみとなり、国民の不安が増している、導入

したばかりで、機器がうまく接続できないとい

うのが、本請願の背景だと思われます。 

  機器のトラブルは、一度つながってしまえば、

そう大きな問題にはならないと思います。また、

マイナンバーと資格情報とのひもづけエラーは、

入力作業でのヒューマンエラーが主な原因であ

ります。これについては、総点検の実施及び再

発防止策が現在取られているかと思います。 

  では、資格確認にマイナンバーを用いない、

すなわち、現行の紙の保険証での資格確認にエ

ラーがないのかというと、そうではありません。

厚生労働省の報告書によりますと、資格喪失後

の受診や、医療機関等での転記ミスといった資

格過誤に起因する保険者の事務負担は、年間約

30億円程度。医療機関や薬局等、保険医療機関
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の事務負担は年間約50億円程度あり、合わせて

年間約80億円程度の事務負担があると試算され

ております。また、2016年度に支払基金に請求

されたレセプトのうち、資格過誤によって返戻

されたレセプトは147万6,000件、384億7,000万

円というデータも示されており、保険証の回収

の徹底が困難な保険者では、未収金も発生して

おりますが、事務コストをかけて資格を追跡し

ても、不明なケースが少なくないとのことでし

た。 

  これらの問題は、一度修正すれば直る機器や

ひもづけエラーと異なり、使い続ける限り、今

後も発生し続けるものです。これらの手間やコ

ストをできるだけ削減しようと進めているのが、

このマイナ保険証の大きな目的かと思います。 

  確かに、マイナ保険証と現行の健康保険証を

並行して使うのは、現在と同じですので、不安

はないかと思います。しかし、その行く末は、

ほかの事例で多々私たちが目にしてきたかと思

いますが、結局デジタル化が進まず、並行利用

なので、人の手も時間もコストもかさむ結果に

なることは、想像に難くありません。 

  今回の請願内容にあるマイナ保険証の運用に

ついて、トラブルが起こらないシステムにする

ことについては、もちろん私も賛成です。しか

し、さきに申し上げたとおり、数々のメリット

に加え、現行の保険証のエラー削減を図ること

ができるマイナ保険証は、我が国の医療ＤＸを

進める上での基盤であると思いますので、私は、

国民の不安を払拭するための措置完了が大前提

ではありますが、このまま期限を設けずに、現

行の保険証を使い続けるようにするこの請願の

採択には反対いたします。 

○柏倉信一議長 次に、請願第１号賛成討論につ

いて渡邉賢一議員の発言を許します。 

   〔渡邉賢一議員 登壇〕 

○渡邉賢一議員 請願第１号健康保険証廃止反対

の請願に、賛成の立場で討論をさせていただき

ます。私がこれから述べる３つの論点及び理由

から、願意妥当として賛成の討論でございます。 

  まず冒頭、高齢者、退職者でつくる年金生活

者の団体より、発言の要請を受けてきたことを

申し上げます。また、昨日の隣町の天童市市議

会において同様の、この請願が採択されたとい

うふうなことが、今朝の山形新聞にも出ており

ました。様々な論点から、天童市でも議論され

たと思いますけれども、やはり、今ほど、反対

討論された後藤議員のことよりも、むしろやっ

ぱり請願について賛成をされた極めて賢明な御

判断だったというふうに、私は思っております。 

  さて、まず１点目です。いまだに市民7,000

人以上がマイナンバーカードを取得していない

状況、また、取得していても保険証とひもづけ

していない市民が2,000人以上というふうに多

数に上ることです。 

  本市のマイナンバーカードの普及率ですが、

２月29日現在81.91％で、市民の約２割に当た

る7,000人以上の方が、取得の意思もなく、取

得されておりません。また、国民健康保険証に

ひもづけしておられる方は１月15日現在、被保

険者7,060人中4,953人で、2,000人以上の方が

ひもづけされていないという状況でございます。

特に、高齢者が多い地区別では、高齢化が進む

地区が取得率に影響しているというふうにお聞

きしています。つまり、地区ごとの本市の高齢

化ベストファイブとなる白岩地区、これは48％、

醍醐地区45％、三泉地区45％、高松地区43％、

そして柴橋地区38％ですので、これらの地域に

お住まいの高齢者の方々にとって、健康保険証

が廃止されれば、一々資格確認証の発行で困る

方がたくさんいらっしゃるというふうなことで

ございます。 

  次に、２点目。各種アンケート調査から、廃

止反対の首長、市民が多数を占めているという

ことでございます。まず、共同通信が全国の市

区町村長に実施したアンケート結果でございま
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す。これは、昨年７月に実施し、全1,741市区

町村長のうち79％の1,720人が回答した。回答

した首長のうち、廃止時期について予定どおり

廃止すべきだというふうな方は29％、廃止を延

期するべきだが41％、廃止を撤回すべきだとの

答えも２％あったということでございます。

28％はその他というふうに回答された。つまり、

現行の健康保険証を廃止する政府方針には、４

割超が延期を求めているということでございま

す。予定どおりの廃止を求めたのは、３割弱。 

  マイナンバーカードに健康保険証機能を持た

せるマイナ保険証への一本化は、他人の個人情

報とひもづけされるなど、トラブルが相次いで

きたこと、そして市民には不安が高まっている

こと、こういったものが影響しているというふ

うに思いますし、政府は総点検本部を設置して、

この問題の確認をしてきましたけれども、野党

だけでなく、自民党からも廃止時期の見直しを

求める声が上がっているということです。行政

の現場を担う自治体トップの懸念が強まる中、

対応を迫られているのが現状です。 

  さらに、昨年12月の毎日新聞世論調査では、

政府がマイナンバー制度の総点検の結果を踏ま

え、現在使われている健康保険証が予定どおり、

今年秋に廃止される方針を決めたことについて

の賛否も、反対が57％で賛成は29％にとどまっ

た。分からないが13％だと報道されています。 

  さて、最後に３点目、マイナンバーカードを

扱う医療機関側の問題でございます。御案内の

とおり、３月19日の山形新聞にも掲載されまし

たけれども、先ほど太田議員からも発言が、討

論の中でございました。県内の医療機関の約半

数で、マイナンバーカードが読み込めないなど

のトラブルが発生している。廃止すべきでない、

延期すべきという回答が８割近かったというふ

うなことです。また、能登半島地震で浮き彫り

となった災害時の停電では、医療機関では全く

使用不可能となる脆弱なシステムでございます。

災害時には、万一、このカード紛失によってプ

ライバシーが守れなくなるという高いリスクが

あるということです。特に、プライバシー保護

対策が十分でないことは、市民が不安に思い、

申請をためらい、取得しても使用を控えてしま

う原因なのではないでしょうか。 

  マイナ保険証の進め方について、立憲民主党

をはじめとする野党チームから政府に申入れを

していますが、政府の対応は十分講じられてい

ない状況でございます。具体的には８つの問題

でございます。 

  １つ目は、様々なトラブルの原因把握と対応

策が不十分なこと。廃止の延期についても検討

されていないこと。マイナ保険証を利用しない

と不利になることは行われないように、担保す

るものがないこと。高齢者や障がい者など医療

ニーズが高い方に、排除されないようにする対

策がまだまだ不十分なこと。ＤＶ、ストーカー、

虐待等、被害者がマイナ保険証でプライバシー

が守れない、そういった対策が必要なこと。廃

止賛成が３割以下と少数で、十分納得できるセ

キュリティー対策が不十分であること。カード

を取得していない人でも、保険診療が受けられ

る、本人からの申請に基づく資格確認書を発行

する制度で、施行後も最長１年間は現行の健康

保険証が使える特例措置を設けたわけですけれ

ども、こういったものも不十分であり、多くの

首長から延期を求められていること。そしてマ

イナ保険証は、患者が同意すれば、医師や薬剤

師が過去の診療情報を見られるため、患者の不

利益になる場合があること。以上８点。こうし

たことが問題だというふうに思います。 

  つまり結論を申し上げますと、今申し上げた

３つの理由から、保険証を廃止することは、不

利益かつ不便になる、多くの市民の反対意見を

切り捨てるべきではないということでございま

す。 

  もっと簡単に言うと、本市のマイナンバーカ
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ードの未取得者は7,000人であって、スマート

フォンの普及からチェリンＰａｙが使えないの

と同じように、紙ベースでしっかりとフォロー

すべきであるというふうに思います。 

  そして、使えない高齢者の割合が多く今後予

想されるのは、ハートフルセンターでの資格確

認書の交付事務担当の業務量の増大、医療機関

のトラブルで、保険証が確認できないことから

10割負担を求められたなんていうふうな場合が、

また起きかねません。そしてさらに言うと、以

前登録したパスワードを忘れて、５回入力を誤

ると使用不可能となり、再登録しなければなら

ない面倒なカードでもあるからでございます。 

  先ほど申し上げたように、本市及び県内の医

療機関のマイナカードに対する機器整備率も万

全ではないというふうに指摘されておりますし、

ほとんどあっても、トラブルが多いので使用し

ていないところもあるわけでございます。今後

定着するまでの猶予期間が必要であることは

明々白々ではないでしょうか。 

  最後に、いわゆる政治と金の問題、派閥の政

治資金をめぐるキックバック裏金問題で、岸田

政権は、最近の内閣支持率は２割を切ったとま

で、あるマスコミが報道しています。国民の信

頼を得ていない中でデジタル化を強引に進めて

いくことは、ますます不信につながっていくの

ではないでしょうか。新自由主義の典型的な弱

者切捨て、高齢者と障がい者に冷た過ぎる政策

にほかなりません。国が進める政策であるから

こそ、あえてこのことを申し上げたいというふ

うに思います。 

  そして、この間、コロナ禍や自然災害などを

経験し、多くの市民の皆さんは安全安心に対す

るニーズや意識が高まっております。どうか、

この請願の願意をしっかり受け止めて賛成して

いただくことを申し上げ、私の賛成討論を終わ

ります。 

○柏倉信一議長 ほかに討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  請願第１号を除く議第22号佐藤文庫図書購入

基金条例等の廃止について、議第24号寒河江市

高齢者寿賀祝品等支給条例の一部改正について、

議第25号寒河江市医療費支給に関する条例の一

部改正について、議第26号寒河江市市民浴場に

関する条例の一部改正について、議第27号寒河

江市介護保険条例の一部改正について、議第28

号寒河江市指定地域密着型サービスの事業の人

員、設備及び運営に関する基準を定める条例等

の一部改正について、議第31号屋内型児童遊戯

施設、キャンプ場、グランピング場、ＲＶパー

ク及び国際チェリーパークに係る指定管理者の

指定について及び議第32号寒河江市立にしね保

育所に係る指定管理者の指定についての８案件

を一括して採決いたします。 

  ただいまの８案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ８案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第22号、議第24号、議第25号、議

第26号、議第27号、議第28号、議第31号及び議

第32号の８案件は原案のとおり可決されました。 

  次に、請願第１号健康保険証を廃止せず存続

を求める意見書の提出に関する請願を起立によ

り採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は不採択であります。

本案は原案について採決いたします。 

  本案は原案を採択することに賛成の議員の起

立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成少数であります。 

  よって、請願第１号は不採択とすることに決

しました。 
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議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 次に、日程第37、議第36号令和

５年度寒河江市一般会計補正予算（第10号）を

議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○柏倉信一議長 日程第38、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 私から、議第36号令和５年度寒

河江市一般会計補正予算（第10号）について御

説明を申し上げます。 

  このたびの補正予算は、デジタル田園都市国

家構想交付金を活用し、トイレ機能に加え地域

道路情報の掲示スペースなどを有する多機能型

休憩スポットの整備を行うものでございます。 

  その結果、歳入歳出それぞれ３億4,995万

3,000円を追加し、予算総額を249億9,386万

9,000円とするものでございます。 

  以上、御説明申し上げましたが、詳細につき

ましては財政課長から説明させていただきます

ので、御審議の上、御可決くださいますようよ

ろしくお願い申し上げる次第であります。 

○柏倉信一議長 小泉財政課長。 

   〔小泉 尚財政課長 登壇〕 

○小泉 尚財政課長 それでは、私から詳細につ

いて説明させていただきます。 

  初めに、第１表歳入歳出予算補正について説

明いたします。 

  このたびの補正は、令和２年２月に策定いた

しましたチェリーランド再整備計画に基づく整

備に係る補正となります。 

  チェリーランド再整備計画においては、道の

駅が持つ多様な機能や効果が十分に発揮される

よう留意しつつ、地域観光拠点施設の強化、増

強及び再構築を目指して取り組んでいくとして

おり、その中で公衆トイレの新築や急速充電器

の更新について検討した結果、コロナ禍を経て、

社会情勢の変化等に対応するため、トイレを含

む多機能型休憩スポットをギャザリングスポッ

トと命名し、整備することといたしました。 

  整備の内容ですが、国道112号線通行者が利

用するトイレの機能に加えて、二輪ユーザーの

休憩スペース、コインシャワー、電動モビリテ

ィー充電スポット、地域道路情報掲示スペース、

授乳調乳等乳幼児スペース、多目的トイレ、子

供専用トイレなど様々な機能を有する施設で、

バイクや自転車、また障がいを持つ方や乳幼児

を連れている方まで、112号線を通行する全て

の皆さんが使いやすく、そして滞留することか

ら始まる地域活性化を目的とするものでござい

ます。 

  このたび、国の令和５年度補正予算の交付金

に当該事業が採択されたことから、追加議案と

して上程させていただくものでございます。 

  歳入について御説明いたしますので、６ペー

ジの事項別明細書を御覧ください。 

  14款国庫支出金は、デジタル田園都市国家構

想交付金でありますが、地方創生推進タイプと

地方創生拠点整備タイプがあり、それぞれに採

択されました。地方創生推進タイプは備品整備

に係るものでございます。一方、地方創生拠点

整備タイプは、設計、工事監理、用地造成、建

築等に係るもので、両タイプとも対象経費の２

分の１が国から交付されます。 

  18款繰入金は、財政調整基金から繰り入れる

ものでございます。これにより、財政調整基金

残高は約20億3,631万6,000円となります。 

  21款市債は、このたびについては、国の交付

金の対象経費のうち、交付金を除いた全額を起

債することができるため、１億5,690万円を計

上しております。 
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  歳入は以上でございます。 

  続いて、歳出について申し上げます。 

  ７ページを御覧ください。 

  ８款４項２目の公園費でございます。12節委

託料は、施設整備に係る実施設計や工事管理に

要する経費でございます。14節工事請負費は、

建物本体工事、電気工事、機械設備工事、受電

設備や急速充電器工事、外構工事に要する経費

でございます。17節備品購入費は、施設に設置

するディスプレーや、授乳ソファー、おむつ替

え台、テーブル、ベンチ等を購入する経費でご

ざいます。 

  続きまして、第２表繰越明許費補正について

御説明申し上げます。 

  ４ページを御覧ください。 

  令和６年度に繰り越す理由でありますけれど

も、２款１項の総務管理事業は、ふるさと納税

に係る不祥事に対する再発防止対策の内容につ

いて外部検証を受けるため、令和５年第４回定

例会において補正予算の可決をいただいたもの

でありますけれども、内部での検証に時間を要

し、年度内完了が困難となったためでございま

す。 

  ８款４項のチェリーランドギャザリングスポ

ット整備事業につきましては、ただいま御説明

申し上げましたとおり、令和５年度の国補正予

算を活用し、このたびの歳出予算に追加した事

業であることから、年度内の完了が困難なため

でございます。 

  続きまして、第３表地方債について御説明い

たします。 

  ５ページを御覧ください。 

  先ほど歳入の21款での市債で御説明申し上げ

ました事業について、起債の限度額を設定する

ものでございます。 

  説明は以上となります。よろしく御審議いた

だきますようお願い申し上げます。 

 

委 員 会 付 託 

 

○柏倉信一議長 日程第39、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第36号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第40、これより質疑・討論

・採決に入ります。 

  議第36号について質疑はありませんか。後藤

議員。 

○後藤健一郎議員 １点だけお伺いしたいと思い

ます。今回このデジ田都市交付金を受けての整

備、非常にすばらしいと思うんですけれども、

今年４月にＣＬＡＡＰＩＮ ＳＡＧＡＥが出来

上がるわけですが、できるだけ早くやっぱり利

用してもらいたいと思いつつも、今回このにし

ね保育所の件で、世界的な資材の高騰ですとか

電線不足があって、なかなか工事うまく、思う

ようにいかないというところがあったと思うん

ですが、今回このギャザリングスポットの整備

に関して、どれぐらいの完成予定を見込まれて

いるのかを伺いたいと思います。 

○柏倉信一議長 武田建設管理課長。 

○武田新二建設管理課長 それではお答えをいた

します。 

  先ほど説明がありましたけれども、実施設計

を今から起こしまして、工事にかかって６年度

内に完成をしたいということで、現在考えてお
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ります。 

  以上でございます。 

○柏倉信一議長 ほかに質疑はありませんか。月

光議員。 

○月光裕晶議員 ギャザリングスポットについて

お聞きしますが、場所的にはどこになるのかと。

それと、ＣＬＡＡＰＩＮ ＳＡＧＡＥができて

子供の往来が多くなるわけなので、その子供た

ちに対して工事中ですとか、あとはこの施設が

できたことによって交通量が増える、そういっ

た危険性なども考慮していらっしゃるのかお聞

きします。 

○柏倉信一議長 武田建設管理課長。 

○武田新二建設管理課長 それではお答えのほう

をいたしたいと思います。 

  場所につきましては、議第36号の資料、事業

概要も見ていただきたいというふうに思います

けれども、現在のチェリーランド内のトイレの

西側部分に整備をしてまいります。このギャザ

リングスポットが完成した後、現在のトイレを

解体をして、通路の整備をしたいというふうに

考えてございます。 

  通行面というふうなところになりますけれど

も、交通量というふうなことにもなりますけれ

ども、建築工事を行うため、ストックヤード、

工事をするヤードを全部囲って、安全には十分

注意していきたいというふうに考えてございま

す。 

  以上でございます。 

○柏倉信一議長 月光議員。 

○月光裕晶議員 すみません、今、事業概要を見

まして、申し訳ございませんでした。かなり往

来が激しくなりそうな感じがしますので、ぜひ

子供の安全面だけ考慮して進めていただければ

と思います。よろしくお願いいたします。 

○柏倉信一議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第36号令和５年度寒河江市一般会

計補正予算（第10号）を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、議第36号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第41、議会案第１号寒河江

市議会委員会条例の一部改正についてを議題と

いたします。 

 

議 案 説 明 

 

○柏倉信一議長 日程第42、議案説明であります。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議会案第１号

については、会議規則第37条第３項の規定によ

り提案理由の説明を省略したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、提案理由の説明を省略することに決

しました。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第43、質疑・討論・採決に

入ります。 

  初めに、議会案第１号について質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議会案第１号寒河江市議会委員会条

例の一部改正についてを採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議会案第１号は原案のとおり可決さ

れました。 

 

議員派遣の件 

 

○柏倉信一議長 日程第44、議員派遣の件を議題

といたします。 

  このことにつきましては、お示ししておりま

す文書のとおり派遣することにいたしたいと思

います。 

  お諮りいたします。 

  議員派遣の件については、原案のとおり派遣

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議員派遣の件については原案のとお

り派遣することに決しました。 

 

常任委員会及び議会運営委員会の 

閉会中における委員会調査申出 

並びに委員派遣承認要求について 

 

○柏倉信一議長 日程第45、常任委員会及び議会

運営委員会の閉会中における委員会調査申出並

びに委員派遣承認要求についてであります。 

  このことにつきましては、お示ししておりま

す文書のとおり各委員長より申出があります。 

  お諮りいたします。 

  各委員長の申出のとおり決することに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、各委員長の申出のとおり決しました。 

 

   閉    会    午前１１時４５分 

 

○柏倉信一議長 これにて令和６年第１回寒河江

市議会定例会を閉会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 

 


